原稿骨子ver.5（2021-11-4）
[bookmark: _heading=h.un07pfm8a1wg]１．全体形式
· ファイル名の最初に弊社指定の番号を入れてください。（例：20200101の場合 20200101_タイトル.docs）
· です。ます調
· 重要な部分にはマーカーを引く。基準としては、マーカー文だけを読んでるだけで内容把握できることと。
· 図番号にマーカを引くのは不要

[bookmark: _heading=h.4bxi2x4pzx80]２．特許情報の書き起こし
· 書誌的事項をまとめます。記載のない項目は空欄でOKです。
＜例＞
	掲載特許情報
	https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1800/PU/JP-6722516/C19E95E9CE1AF684281CE6F6C1E008F3C8025884F39BE10EC2A14727D9197C23/15/ja

	発明の名称
	サーバシステム及びプログラム

	出願番号
	特願2016-112925

	公開番号
	特開2017-219973

	特許番号
	特許第6722516号

	出願日
	平成28年6月6日(2016.6.6)

	公開日
	平成29年12月14日(2017.12.14)

	登録日
	令和2年6月24日(2020.6.24)

	審査請求日
	令和1年5月23日(2019.5.23)

	出願人
	株式会社バンダイナムコエンターテインメント

	発明者
	恩田　明生

	国際特許分類
（IPC）
	   Ｇ０６Ｑ  50/10     (2012.01)
   Ａ６３Ｆ  13/35     (2014.01)
   Ａ６３Ｆ  13/792    (2014.01)
   Ａ６３Ｆ  13/69     (2014.01)
   Ｇ０６Ｑ  30/02     (2012.01)

	経過情報
	・出願審査請求後、拒絶理由が通知されることなく、特許査定とななりました。
・○○に国際特許出願がされています。
・拒絶されたが、意見書を提出して特許査定となった。



[bookmark: _heading=h.x8ymwse3neug]３．解説項目
以下の5項目を記載する。
1. まず発明（特許）の背景から！
2. どんな発明（特許）？
3. ここがポイント！
4. 何に活用されているの？



[bookmark: _heading=h.qoumaa6cs0n7]３．１　まず発明（特許）の背景から！
· 明細書の【背景技術】と、その課題（【発明が解決しようとする課題】）を端的に説明する。冗長な場合、要約する。


[bookmark: _heading=h.kqa525vaboj5]３．２　どんな発明（特許）？
· ざっくりどんな発明なのか全体像などがわかることが重要。
· 従来技術や課題との対比で本発明はどのようなものかを説明する。明細書の「目的」と「効果」を端的に説明し、冗長な場合、要約する。
· 効果だけではどんな特許かわからないときは、構成（概要）も説明する。
· 「目的」は、【発明が解決しようとする課題】の終盤に記載していることが多い。
· 「効果」は、【発明の効果】に記載されていることが多いが、外内案件だと、【発明の効果】がないときがあるので、【発明を実施するための形態】の中から、発明のポイントと対応する部分（効果）を拾ってくる。
· 「効果」や「目的」が抽象的過ぎる場合は解説者の主観で追記（具体化）する。
· 図面も参照する。
· ［図挿入］　
· 重要な部分にはマーカーを引く。基準としては、マーカー文だけを読んでるだけで内容把握できること。

＜例＞
· 本発明は・・・・・です。・・・・組み合わさって、備えて、・ような課題を解決できす。・・・改善できます。・・・達成できます。・・・向上できます、・・・低減できます。
· 本発明は、携帯性や応答性に優れ、かつ実用的な、タンジブル・プログラミング環境を提供することができます。
· 本発明に係る技術、またそれが具現化した製品は、リアルタイムでタンジブルなプログラミング環境のためのプラットフォームを提供できます。タンジブルなプログラミング環境では、直感的で、ユーザーが事前に練習することなく、プログラムをどのように構築すべきかを理解することができます。例えば、ユーザーは、物理的なインタフェースオブジェクトを実際に並べてその配列を作成する。するとコンピュータ内では物理的なインタフェースオブジェクトの配列に対応する実行指令に基づいた、コンピュータプログラムの構築が行われます。、
· ［図挿入］　
· 重要な部分にはマーカーを引く。基準としては、マーカー文だけを読んでるだけで内容把握できることと。
[bookmark: _heading=h.8bgm1yk3u3sx]３．３　ここがポイント！
· 「どんな発明（特許）」との違いは、この項目では、発明の権利範囲的な部分などを中心に解説する点にあります。
· また、文章量としては、「どんな発明（特許）？」よりも、簡潔にする。より、専門的な記載にする。
· 特許請求の範囲から、発明のポイントと思わる部分を箇条書きではなく、解説調で説明する。ポイントはライターの主観でOK。
· 特許請求の範囲の引き写しはやめる。「・・・であって、」「・・・と」、「・・・と」のような専門的なクレームの表現はやめる。
· 図面も参照する。図面でここだと言える発明は図面で指摘するとわかりやすい。
· 重要な部分にはマーカーを引く。基準としては、マーカー文だけを読んでるだけで内容把握できることと。
＜例＞
· 発明のポイントは、コンピュータプログラムを構成するための物理的なインタフェースオブジェクトであること、そして底面、上側面、左側面、右側面の１つ以上に互換性のある物理的インタフェースに結合できる機構を備えることにあると思われます。
· ［図挿入］　



[bookmark: _heading=h.7ual4vz0ixuw]３．４　何に活用されているの？
· 対応製品や具体例（クラファン、特集記事、ホームページなど）がある場合は、それと照らし合わせて説明する。
· 重要な部分にはマーカーを引く。基準としては、マーカー文だけを読んでるだけで内容把握できることと。
＜例＞
· 発明の効果の部分は、クラファンで記載されている○○の部分
· クラファンで○○と記載されている部分は、特許（発明）の○○の部分と思われます。
· ［図挿入］　


